
東日本大震災における支援活動報告
平成23年6月11日
	項　　　　目
	内　　　　　　　　容

	  活動団体（個人）
	個人のボランティアさん 

	活動時期
	 平成23年5月31日（火）～6月2日（木）まで（移動時間を含む）

	  活動の場所 
	宮城県岩沼市玉浦地区、寺島地区

	  活動先の選択理由
	所属する団体が、岩沼市社協に人員派遣しているため、事前に被災状況に関する一定の情報が入手できており、情報があるという点で、他の被災地よりも選択しやすかった。

	現地までの移動手段
	自動車

	活動内容及び状況
（ご本人の報告を転載）
	３１日　朝出発、掛川で同伴者をピックアップ、夜10時頃　岩沼市到着
１日　８時半頃　ボランティア受付、ボランティア登録
　　　　午　　前　玉浦地区の工場で重器具の移動作業及び倉庫の泥清掃
　　　　午　　後　寺島地区の個人宅でビニールハウス内の泥かき
２日　　９時頃　ボランティア受付に臨むも、午前のボランティア終
了の旨を聞く。帰宅を決定
　　　 ２０時頃　帰着

	  その他
（被災地の状況等、今後
ボランティア活動を計画している団体・個人に参考となる事項）

	○現地のニーズ、状況について
・岩沼市災害ボランティアセンターには、大勢のセンタースタッフ・ボランティアがいたように記憶している。
・ボランティア2日目は、ボランティアを希望する人が多く、供給過剰となり受付開始時間の30分後には、午前の部の受付は終了していた。
・ボランティアセンターには、ボランティア用に、水、ジュース、コーヒーが常備されていた。
・コンビニ、ガソリンスタンドは、復旧しており、物品の不足・制限などはなかった。（事前に水、食料を購入したが、現地調達が可能）
・ボランティア先の家庭では、必ずジュースと軽食がでたが、ボランティア一人一人にこの対応をしているようで、先行きが見えないなかで経済的に負担をかけてしまったという反省が残った。それでも、「岐阜県から来ました。」と伝えると、「遠いところから本当にありがとう。」と感謝された。遠方からボランティアに行くことだけでも、被災された方を励ますことができると、被災者の方と実際に話して感じた。
・一方で、被災の影響が著しい海岸部では、未だに車が転覆して田んぼに落ちており、瓦礫の山が残っていた。警察が交通整理しており、大型重機が田んぼに落ちている車を回収しているところだった。道路の陥没、地盤沈下、インフラの未回復などの状態が海岸部付近では依然として続いており、とてもではないが個人ボランティアが行ってなんとかできる範囲を超越していると実際に行って痛感した。
・活動する地域の被災の大小にもよるが、個人ボランティアで行くのであれば、礼儀正しく、明るく振る舞い、被災された方ともなるべく話すようにすることが大切と感じた。誰かが支えてくれることを感じてもらい、話をたくさんして孤独感を感じさせないことが、心のストレスを軽減できるのではと思った。被災された方と打ち解けると、「最近まで、ずっと寝るときもパジャマを着られなかったのよ。」と近況を話してくださり、「また岩沼に戻ってきてくださいね。」と言って、最後まで見送ってくださった情景が今でも心に残っている。
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